
マンホール

副管ガードブロック 

流出・流入管の削孔／設置位置

181
209
230
259
309
358

100
100

 
150
200
250

150
200
250

 -
 -
 -
 -
 -
 -

 -
 -
 - -

(ø . mm)［I種・II種共通］

削孔径
ヒューム管 推進管

100
150
150
200
250
300

塩ビ管 塩ビ管可とう継手使用時
削孔径対応管種・呼び径

ヒューム管 推進管 塩ビ管 塩ビ管可とう継手使用時
削孔径対応管種・呼び径

削孔径

409
464
530
586
644

300
350
400
450
500

300
350
400
450
500

250
300
350
400
450

350
400
450
500
600

流入 本管

流出

偏心量

鉄蓋芯

副管
ガードブロック

地盤高

マンホール芯

150

130

落
差

マ
ン
ホ
ー
ル
深
さ

落
差

副
管

管底高
削孔基準高

削孔基準高

底版有効高

呼び径

管厚

間隙

削孔径

基礎材

［標準タイプ］オス側ノックアウト
［特殊タイプ］メス側ノックアウト

36(kg)参考質量

500

60
0

55
0

50
20

0
6

200

400 5050

R11
0

R50

本管貫通部

標準タイプ

特殊タイプ

標準タイプ

標準タイプ

標準タイプ

標準タイプ

■削孔同士の間隔が少なすぎると、加工時、運搬時、施工後にひび割れが発生する
要因となりますので、削孔同士の間隔は100mm以上確保してください。
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